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はしがき

本研究の目的は、働き盛りの勤務者を対象とした疫学研究により、 1)非侵襲的

な検査である Ankle-Brachial Index (ABI) やPWV (Pulse wave velocity) を用

いて、臨床症状出現前の動脈硬化症の定量的評価を行う、 2) 飲酒や喫煙などの

生活習慣とコレステロールの酸化に関連する血中抗酸化ビタミン濃度、体内の炎

症性反応所見と ABIやPWVで定量化された動脈硬化所見との関連を明らかにする

ことにあった。

本研究の第 1の特色は、欧米の研究ではすでに閉塞性動脈硬化症や虚血性心疾

患、脳血管障害の sub-clinicalな定量的評価法として用いられている ABI、PVW

を日常の健康診断、健康相談の場に組み込んで既存の危険因子との関連を検討す

ることであり、一見、健康な勤務者の中で ABI、PWVで定量化された動脈硬化所

見と関連する危険因子を明らかにすることができると期待された。第 2の特色は、

本研究対象とする集団は、飲酒や喫煙などの生活習慣の定量的把握が可能であり、

これらの生活習慣と潜在的動脈硬化所見の関連を実施することが可能であった

点である。そして第 3の特色として、血中抗酸化ビタミンと体内の炎症反応指標

である C反応性蛋白 (CRP) の有用性について、現実の人間集団を用いて検証で

きる点があった。これらは高血圧や高脂血症などの古典的な動脈硬化の危険因子

に対して、新たに検討されるべき新しい危険因子であり、これらの指標と動脈硬

化の関連を明らかにすることにより、予防医学上有用な知見を提供することがで

きると考えた。

脳卒中や心筋梗塞などの循環器疾患は、動脈が高血圧や糖尿病、高コレステロ

ール血症などの危険因子に長期間曝露されることによって発症するが、臨床症状

の出現以前に血管の動脈硬化の程度を測定することができれば、これらの疾患の

高危険群を効率的にスクリーニングすることが可能である。このための診断機器

として、頚動脈超音波検査装置や電子ビームCTスキヤニング装置があるが、いず

れも住民健診や職場健診などの医療機関外での恒常的な使用は困難であり、より

簡便な検査方法が求められている。最近、閉塞性動脈硬化症の判定に有用な

Ankle-Brachial Index (ABI) と上腕一足首脈波伝播速度 (baPVW) を同時に測定

可能な機材が開発された(日本コーリン:フォルムABI-form)。本研究ではこの

機材を用いて受検者の負担なく研究を遂行することができた。本研究成果が今後

の動脈硬化の予防研究に資することを期待している。
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研究成果

既に学会誌 (HypertensionResearch) に発表し印刷中であるため、論文の受

理(採択)通知を添えてその内容(印刷物)を報告書に代えて記載する。次ペー

ジ以降に論文受理(採択)通知、次々ページ以降が論文本体である。




